
74 第 17 章　鷺森遺跡の調査

Ⅰ　遺跡の立地と環境

　鷺森遺跡は、亀居遺跡付近を湧水源とする福岡江川

の右岸、武蔵野台地の一段低い立川段丘面上で、大井

台と呼ばれる低位台地に位置する。標高は約７～８ｍ

の微高地上で、遺跡の北側には上福岡江川が東西に流

れ、東方には、荒川低地の古入間湾が広がり、新河岸

川が南北に蛇行する。

第 58 図　鷺森遺跡の地形と調査区（1/4,000）
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　遺跡の範囲は東西 270 ｍ、南北 350 ｍで、市内で

もまだまだ田畑が残り、のどかな田園風景が広がる地

域である。

　周辺の遺跡は、西方約 200 ｍに福岡新田遺跡、南

に富士見市鍛冶海戸遺跡と宮廻遺跡が接する。

　本遺跡は、さぎの森小学校（旧上福岡市立第七小学

校）建設に伴い 1980 年に本調査が行われ、縄文時代
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（㎡） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

1 大字駒林字鷺森 1236､ 1237 （1980. 7. 31～10. 24）
（1981. 1. 17～28） 16,000 小学校 縄文住居跡15、土坑689、溝19、

洗い場跡4
鷺森遺跡調査郷土史料
第 33 集

2 大字駒林字高平 1293-5 （2000. 4. 6～5. 16） 495 個人住宅 縄文土器 埋蔵文化財の調査（Ⅷ）
郷土史料第 32 集

3 試掘調査 駒林 952 他 （1986. 12. 26・27） 9,000 民間開発 遺構・遺物なし 上福岡市の社会教育

試掘調査 1990 試 駒林字鷺森 49-4-7 （1990. 9. 13～20） 394 個人住宅 遺構・遺物なし 埋蔵文化財の調査（13）
郷土史料第 41 集

試掘調査（1）1993 試 1
試掘調査（2）1993 試 2 駒林字宮元 950-1､ 3 駒林字鷺森 51-1 （1993. 4. 20～22）

（1993. 8. 2～10） 516740 共同住宅 遺構・遺物なし遺構・遺物なし 埋蔵文化財の調査（16）
郷土史料第 45 集

試掘調査 1998 試 駒林字宮元 938-4､ 939-1・3､ 951-1 （1998. 11. 30～12. 1） 322 県道拡幅工事及び
市下水道 縄文土器、須恵器、土師器の破片 埋蔵文化財の調査（21）

郷土史料第 50 集

試掘調査 2000 試 駒林字鷺森 1-1 （2000. 1. 21～24） 100 個人住宅 遺構・遺物なし 埋蔵文化財の調査（22）
郷土史料第 51 集

試掘調査 2005 試 駒林字市金 76､ 77-1､ 78-3 の各一部 （2005. 5. 31～6. 2） 300 個人住宅 遺構・遺物なし 市内遺跡群 1

5 駒林字高平 1271-3 の各一部 （2013. 10. 3～8） 322 道路 遺構・遺物なし 市内遺跡群 18



75Ⅱ　鷺森遺跡第 5 地点

第 55図　鷺森遺跡第 5地点調査区域図 (1/800)、 土層 (1/60)

Ⅰ. 暗褐色土　締り有、 粘性有、 現在の耕作土、 5mm以下ローム粒少し含む

Ⅱ. 暗褐色土　締り強、 粘性強、 黄灰色味が有る、 シミ状に灰白色粘土を多く含み、 粘性が強い

Ⅲ. 暗褐色土　締り強、 粘性有、 シミ状にローム土や黒褐色土を少し含む、 2mm以下ローム粒 ・焼土 ・炭化物少し含む、

　　自然堆積

Ⅳ. 黄褐色土　締り強、 粘性有、 地山ローム、 プラン上シミ状に 5mm以下ローム粒を伴う黒褐色土が見られる

1. 黄褐色土　締り有、 粘性有、 シミ状に黒褐色土やや多く含む

2. 黒褐色土　締り強、 粘性強、 5mm以下ローム粒やや多く含む

3. 黄褐色土　締り有、 粘性有、 ローム土主体

4. 黒褐色土　締り有、 粘性有、 5mm以下ローム粒やや多く含む

5. 暗黄褐色土＋黒褐色土　締り強、 粘性有、 15cm 大大型のロームブロック、 黒褐色土ブロックが混ざる

6.88m

前期後半の諸磯期の集落跡等が調査された。諸磯ａ

～ｂ期の住居跡 15 軒、土坑 689 基、近世～近代の溝

19 本と洗い場４ケ所等を検出、縄文時代、近世以降

の遺物多数等が出土した。その後、周辺部で試掘調査

が行われているが、遺構や遺物は確認されていない。

　本遺跡周辺の調査は、2016 年７月現在５ヶ所で実

施している。

Ⅱ　鷺森遺跡第５地点

（１）調査の概要

　調査は市道拡幅に伴うもので、ふじみ野市長より

2013 年４月 17 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

範囲の東端に位置するため、試掘調査を実施した。

　試掘調査は 2013 年 10 月３日～８日まで行った。

幅約 50 ㎝のトレンチ 13 本を設定し、重機で表土除

去後、人力による表面精査を行った。

　現地表面から地山ローム層までの深さは約 70 ㎝で

ある。試掘調査の結果、トレンチ９で風倒木痕を確認

したが、遺構と遺物は確認されなかった。旧石器時代

の確認調査は行っていない。写真撮影・全測図作成等

記録保存を行ったうえ埋め戻し、調査を終了した。

第 59 図　鷺森遺跡第 5 地点調査区域図（1/800）、土層（1/60）
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